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BJT追補
BJTを用いた特殊な回路
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電源電圧に依存しない電流源
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Io = Is1*exp(Vbe1/(kT/q))

Io = Is2*exp((Vbe1-Io*R)/(kT/q))

Io =  (1/R)*(kT/q)*ln(Is1/Is2)  

Io = 0が成立する回路なので
起動するための補助回路が
必要である点に注意すること
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I1= Is1*exp(Vbe1/(kT/q))
I2= Is2*exp(Vbe2/(kT/q))

Vbe2

Vbe1

Vout = Vbe1 + (R2/R3)*(Vbe1-Vbe2)
= Vbe2 + (1+ R2/R3)*ΔVbe

I1 =(Vout –Vbe1)/R1 = (R2/(R1*R3))*ΔVbe
I2 = ΔVbe/R3

ΔVbe=Vbe1-Vbe2 = (kT/q)*ln((I1/I2)*(Is2/Is1))

ΔVbe= (kT/q)*ln((I1/I2)*(Is2/Is1))
= (kT/q)*ln((R2/R1)*(Is2/Is1))

ΔVbeについて正の温度係数を持たせることができるので
Voutの温度係数をゼロにする条件を設定することができる。

この回路も起動回路がないと
I1=I2=0となってしまうことがある

2 mV = (25mV/300)*(1+R2/R3)*ln(10)
9.42= R2/R3
ΔVbe *(1+R2/R3) = 600 mV
Vout ~ 1.2 V ~ Eg: しかしバンドギャップとは無関係

たとえば Is2/Is1=10, R1=R2として
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負の温度係数

正の温度係数



以上
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